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研究プロジェクト「3.11 を契機とする地域の健康福祉システムの再構築－『集中復興期間』後の






















































  ・「3.11」への対応、対策における転換 
・健康、福祉に関する政策的・制度的改変  
 
 G2 「地域における産業の再生と活性化」 
    ・農業と関連組織   
    ・水産業と関連組織  
    ・製造業、サービス業と関連組織 
 
 G3 「地域コミュニティの再生・再構築」 
    ・まちづくり(地域組織、活動) 
    ・宗教(＋心のケア)               
    ・災害伝承、歴史や文化の発掘・再生・創造   
 
 G4 「地域の健康福祉システムの再構築」 
    ・「地域福祉計画」における『被災弱者』 









令和 2 年 3月現在  
総括班 
プロジェクト全体の総括－本研究プロジェクト全体の進行管理 
◎江尻行男、阿部 四郎、阿部 裕二、田中 治和、山口 政人、萩野 寛雄、渡部 芳彦、 








◎山口 政人、庭野 道夫、永野 邦明、金 義信、小野木 弘志、岩田 一樹、曽根 稔雅、 





◎萩野 寛雄、下山田 鮎美、中江 秀幸、稲垣 成昭、曽根 稔雅、相馬 正之 
G3-2 
被災経験の語り部活動の展開による地域復興支援 
◎渡部 芳彦、尹 永洙 
G3-3 
寺院とそれに関係する人々の地域社会における役割－特に災害時における役割－ 
◎斉藤 仙邦、萩野 寛雄、石附 敬、岩田 一樹、早川 敦、久間 泰弘、木村 尚徳 
G3-4 
被災地における健康維持・増進介護予防の推進による地域コミュニティの再構築 








◎阿部 一彦、三浦 剛、高橋 誠一、広浦 幸一、阿部 利江、佐藤 泰伸 
G4-2 
災害時のソーシャルワーク専門職による被災地支援、復興支援に関する研究 






（１）第 1回総括班会議：平成 31 年 5 月 29 日 
  ・平成 31 年度の研究体制の編成について審議・承認がなされた。 
・研究計画及び予算申請額の確認がなされた。 
 
（２）感性福祉研究所運営委員会：令和元年 6 月 19 日 
   ・令和元年度の研究計画と予算計画について報告がなされ、運営委員会にて承認された。 
 
（３）第 2回総括班会議：令和元年 7 月 31 日 
   ・『研究進捗状況報告書(中間報告書)』の作成についての審議・承認された。 
   ・全体研究会(中間報告会)の開催について審議・承認がなされた。 
 
（４）中間報告会：令和元年 11 月 16 日 
   ・個別研究チーム毎の研究進捗状況について報告がなされた。 
 
（５）第 3回総括班会議（持回り審査）：令和 2 年 2 月 14 日～2 月 28 日 





























 １．概 要・プログラム 
       日 時：令和元年 11 月 16 日(土) 13：00～18：00 
    場 所：東北福祉大学感性福祉研究所 大会議室 
    主 催：東北福祉大学(感性福祉研究所 研究プロジェクト 3.11) 
    プログラム 
          13：00 開会 
          13：05 開会の辞 阿部四郎(研究代表者) 
          13：10 各チーム報告 15 分、質疑応答 15 分 
          15：40 休憩 
          16：00 各チーム報告 15 分、質疑応答 15 分 


























 第１報告 G1 森 明人 
「政策的、制度的問題対応枠組みの転換や改変－これまでの取り組みと今後の方向性－」 
第 2 報告  G4-2  渡邊 圭・菅原里江 
「災害時のソーシャルワーク専門職による被災地支援、復興支援活動に関する研究」 
 第 3 報告  G3-1  萩野寛雄 
 「大学シーズと地域ニーズのマッチングによる持続的地域健康福祉システムモデル～地下鉄東
西線駅と災害復興公営住宅が新設された仙台市荒井地区をフィールドに～」 
第 4 報告  G3-2  渡部芳彦 
「被災経験の語り部活動の展開による地域復興支援」 
 第 5 報告  G3-3  斉藤仙邦 
 「－人口減少社会を迎える地域社会における寺院の役割－」 
 
 ～ 休憩 ～ 
 
第 6 報告  G3-4  鈴木玲子・髙村元章 
「介護予防の推進事業による地域コミュニティの再構築～山元町高齢者におけるプレ・フレイ
ルの実態調査から～」 
第 7 報告  G3-5  加藤 誠 
「新たな地域コミュニティーの構築 自助・互助機能の向上を目指す地域マネジメントのあり方」 
第 8 報告  G4-1  阿部一彦・阿部利江 
「障がい者とともに考える地域防災－東日本大震災の教訓を活かして備え意識を高めるプロセ
スの検討－」 
 第 9 報告  G2    山口政人 
 「宮城の離島および中山間地における地域活性化に関する実践研究 石巻市網地島、栗原市、山










































































・2018 年 3 月、栗原市と東北大学と 3 者間包括連携協定（ジオパーク防災減災教育等） 
・2018 年 4 月、NPO 法人ジョイフル網地島と地域共創推進事業に関する連携協定 
・2018 年 5 月、多賀城高等学校、2019 年 2 月東北高等学校と包括連携協力に関する協定 













栗駒山麓ジオパークを防災減災教育の拠点とした活用を目指す。外部講師 2 名を招待し全 4 回




























































































































































































































































































































































































































 日時：令和 2 年 2 月 29 日(土)14：00～17：00 
 場所：東北福祉大学感性福祉研究所 大会議室 
 
 第 1 部 基調講演 
     「福島における復興の現状と課題」 福島大学名誉教授 山川充夫 
 第 2 部 パネルディスカッション 
     「復興過程から何を学ぶか」 
       コーディネーター ： 阿部裕二(東北福祉大学・教授) 
       パネリスト    ： 山川充夫(福島大学・名誉教授) 
                  菅野道生(岩手県立大学・准教授) 
                  都築光一(東北福祉大学・教授) 

















Ⅲ．研究プロジェクト 3.11 プロジェクト主催ワークショップ「3.11 の復興過程より何を学ぶか」 
 
１．ワークショップ趣意 










































 日 時 ： 令和 2 年 2 月 29 日(土) 14:00～17：00(13：30 開場) 
 場 所 ： 東北福祉大学 感性福祉研究所 2 階 大会議室 






























 阿部 四郎(東北福祉大学、プロジェクト研究代表) 
 
第 1 部 基調講演：「福島における復興の現状と今後」 




第 2 部 パネルディスカッション：「復興過程から何を学ぶか」 
 ○コーディネーター 阿部裕二(東北福祉大学、プロジェクト総括班) 
 ○パネリスト 
山川 充夫(福島大学 名誉教授)  
   菅野 道生(岩手県立大学 准教授) 
   都築 光一(東北福祉大学 教授) 
































研究プロジェクト名  3.11 を契機とする地域の健康福祉システムの再構築  
－「集中復興期間」後の展開－ 
 

















該当する、2017～2021 年度の 5 年間とする。 
 































１ 研究組織名    東北福祉大学感性福祉研究所 感性福祉研究センター             
 
２ 研究プロジェクト名  3.11 を契機とする地域の健康福祉システムの再構築－「集中




阿部 四郎 特任教授 
 
４ プロジェクト参加研究者数  ４６ 名(令和 2 年 3 月 31 日時点) 
   （学内研究者：３７名、学外研究協力者：９名） 
 
５ 研究プロジェクトに参加する研究者 
研究者名 所属・職名 プ ロ ジ ェ ク ト で の 役
割 
プロジェクトでの主な研究課題 
※阿 部  四 郎  
東 北 福 祉 大 学 ・特 任 教
授  
プロジェクト全 体 の総 括  プロジェクト全 体 の総 括  
※江 尻  行 男  
東 北 福 祉 大 学 ・特 任 教
授  
プロジェクト全 体 の総 括  プロジェクト全 体 の総 括  
※阿 部  裕 二  東 北 福 祉 大 学 ・教 授  プロジェクト全 体 の総 括  
大 規 模 災 害 時 の健 康 福 祉 をめぐる政
策 的 ・制 度 的 問 題 対 応 枠 組 みの検 討  
※田 中  治 和  東 北 福 祉 大 学 ・教 授  プロジェクト全 体 の総 括  
大 規 模 災 害 時 の健 康 福 祉 をめぐる政
策 的 ・制 度 的 問 題 対 応 枠 組 みの検 討  
※山 口  政 人  東 北 福 祉 大 学 ・准 教 授  プロジェクト全 体 の総 括  
宮 城 の 離 島 および中 山 間 地 における
地 域 活 性 化 に関 する実 践 研 究  
※萩 野  寛 雄  東 北 福 祉 大 学 ・教 授  プロジェクト全 体 の総 括  
大 学 シーズと地 域 ニーズのマッチング
による効 果 的 な地 域 震 災 復 興 支 援 策
の 模 索 ～ 仙 台 市 荒 井 地 区 の 復 興 公
営 住 宅 を中 心 に～ 
※渡 部  芳 彦  東 北 福 祉 大 学 ・教 授  プロジェクト全 体 の総 括  
被 災 経 験 の語 り部 活 動 の展 開 による
地 域 復 興 支 援  
※阿 部  一 彦  東 北 福 祉 大 学 ・教 授  プロジェクト全 体 の総 括  
障 がい者 の地 域 における生 活 や防 災
の理 解 を高 めるプロセスの検 討  
※塩 村  公 子  東 北 福 祉 大 学 ・教 授  プロジェクト全 体 の総 括  
災 害 時 のソーシャルワーク専 門 職 によ
る被 災 地 支 援 、復 興 支 援 活 動 に関 す




都 築  光 一  東 北 福 祉 大 学 ・教 授  
政 策 的 ・制 度 的 問 題 対
応 枠 組 み の 転 換 や 改
変  
大 規 模 災 害 時 の健 康 福 祉 をめぐる政
策 的 ・制 度 的 問 題 対 応 枠 組 みの検 討  
森  明 人  東 北 福 祉 大 学 ・准 教 授  
政 策 的 ・制 度 的 問 題 対
応 枠 組 み の 転 換 や 改
変  
大 規 模 災 害 時 の健 康 福 祉 をめぐる政
策 的 ・制 度 的 問 題 対 応 枠 組 みの検 討  
庭 野  道 夫  
東 北 福 祉 大 学 ・特 任 教
授  
地 域 における産 業 の再
生 と活 性 化  
宮 城 の 離 島 および中 山 間 地 における
地 域 活 性 化 に関 する実 践 研 究  
永 野  邦 明  
東 北 福 祉 大 学 ・特 任 教
授  
地 域 における産 業 の再
生 と活 性 化  
宮 城 の 離 島 および中 山 間 地 における
地 域 活 性 化 に関 する実 践 研 究  
小 野 木  弘 志  東 北 福 祉 大 学 ・准 教 授  
地 域 における産 業 の再
生 と活 性 化  
宮 城 の 離 島 および中 山 間 地 における
地 域 活 性 化 に関 する実 践 研 究  
金  義 信  
東 北 福 祉 大 学 ・特 任 准
教 授  
地 域 における産 業 の再
生 と活 性 化  
宮 城 の 離 島 および中 山 間 地 における
地 域 活 性 化 に関 する実 践 研 究  
曽 根  稔 雅  東 北 福 祉 大 学 ・講 師  
地 域 における産 業 の再
生 と活 性 化  
宮 城 の 離 島 および中 山 間 地 における
地 域 活 性 化 に関 する実 践 研 究  
岩 田  一 樹  東 北 福 祉 大 学 ・講 師  
地 域 における産 業 の再
生 と活 性 化  
宮 城 の 離 島 および中 山 間 地 における
地 域 活 性 化 に関 する実 践 研 究  
下 山 田  鮎 美  東 北 福 祉 大 学 ・准 教 授  
地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 再
生 ・再 構 築  
大 学 シーズと地 域 ニーズのマッチング
による効 果 的 な地 域 震 災 復 興 支 援 策
の 模 索 ～ 仙 台 市 荒 井 地 区 の 復 興 公
営 住 宅 を中 心 に～ 
稲 垣  成 昭  東 北 福 祉 大 学 ・講 師  
地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 再
生 ・再 構 築  
大 学 シーズと地 域 ニーズのマッチング
による効 果 的 な地 域 震 災 復 興 支 援 策
の 模 索 ～ 仙 台 市 荒 井 地 区 の 復 興 公
営 住 宅 を中 心 に～ 
中 江  秀 幸  東 北 福 祉 大 学 ・准 教 授  
地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 再
生 ・再 構 築  
大 学 シーズと地 域 ニーズのマッチング
による効 果 的 な地 域 震 災 復 興 支 援 策
の 模 索 ～ 仙 台 市 荒 井 地 区 の 復 興 公
営 住 宅 を中 心 に～ 
相 馬  正 之  東 北 福 祉 大 学 ・講 師  
地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 再
生 ・再 構 築  
大 学 シーズと地 域 ニーズのマッチング
による効 果 的 な地 域 震 災 復 興 支 援 策
の 模 索 ～ 仙 台 市 荒 井 地 区 の 復 興 公
営 住 宅 を中 心 に～ 
尹  永 珠  東 北 福 祉 大 学 ・准 教 授  
地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 再
生 ・再 構 築  
被 災 経 験 の語 り部 活 動 の展 開 による
地 域 復 興 支 援  
斉 藤  仙 邦  東 北 福 祉 大 学 ・教 授  
地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 再
生 ・再 構 築  
寺 院 と それ に関 係 する 人 々の 地 域 社
会 における役 割 －特 に災 害 時 における
役 割 － 
石 附  敬  東 北 福 祉 大 学 ・准 教 授  
地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 再
生 ・再 構 築  
寺 院 と それ に関 係 する 人 々の 地 域 社
会 における役 割 －特 に災 害 時 における
役 割 － 
早 川  敦  
東 北 福 祉 大 学 ・特 任 准
教 授  
地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 再
生 ・再 構 築  
寺 院 と それ に関 係 する 人 々の 地 域 社
会 における役 割 －特 に災 害 時 における
役 割 － 
鈴 木  玲 子  
東 北 福 祉 大 学 ・特 任 准
教 授  
地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 再
生 ・再 構 築  
被 災 地 における健 康 維 持 ・増 進 と介 護
予 防 の 推 進 によ る 地 域 コ ミュ ニ テ ィ の
再 構 築  
河 村  孝 幸  東 北 福 祉 大 学 ・准 教 授  
地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 再
生 ・再 構 築  
被 災 地 における健 康 維 持 ・増 進 と介 護
予 防 の 推 進 によ る 地 域 コ ミュ ニ テ ィ の
再 構 築  
髙 村  元 章  東 北 福 祉 大 学 ・准 教 授  
地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 再
生 ・再 構 築  
被 災 地 における健 康 維 持 ・増 進 と介 護
予 防 の 推 進 によ る 地 域 コ ミュ ニ テ ィ の
再 構 築  
土 井  勝 幸  
東 北 福 祉 大 学 ・特 任 准
教 授  
地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 再
生 ・再 構 築  
新 たなコミュニティーの構 築 ～自 助 ・互
助 機 能 の向 上 を目 指 す地 域 マネジメン
トのあり方 ～ 
高 橋  誠 一  東 北 福 祉 大 学 ・教 授  
地 域 の健 康 福 祉 システ
ムの再 構 築  
障 がい者 の地 域 における生 活 や防 災
の理 解 を高 めるプロセスの検 討  




ムの再 構 築  の理 解 を高 めるプロセスの検 討  
広 浦  幸 一  東 北 福 祉 大 学 ・准 教 授  
地 域 の健 康 福 祉 システ
ムの再 構 築  
障 がい者 の地 域 における生 活 や防 災
の理 解 を高 めるプロセスの検 討  
阿 部  利 江  東 北 福 祉 大 学 ・助 教  
地 域 の健 康 福 祉 システ
ムの再 構 築  
障 がい者 の地 域 における生 活 や防 災
の理 解 を高 めるプロセスの検 討  
佐 藤  泰 伸  東 北 福 祉 大 学 ・助 手  
地 域 の健 康 福 祉 システ
ムの再 構 築  
障 がい者 の地 域 における生 活 や防 災
の理 解 を高 めるプロセスの検 討  
菅 原  理 江  東 北 福 祉 大 学 ・准 教 授  
地 域 の健 康 福 祉 システ
ムの再 構 築  
災 害 時 のソーシャルワーク専 門 職 によ
る被 災 地 支 援 、復 興 支 援 活 動 に関 す
る研 究  
竹 之 内  章 代  東 北 福 祉 大 学 ・准 教 授  
地 域 の健 康 福 祉 システ
ムの再 構 築  
災 害 時 のソーシャルワーク専 門 職 によ
る被 災 地 支 援 、復 興 支 援 活 動 に関 す
る研 究  
渡 邊  圭  
東 北 福 祉 大 学 ・特 任 研
究 員  
地 域 の健 康 福 祉 システ
ムの再 構 築  
災 害 時 のソーシャルワーク専 門 職 によ
る被 災 地 支 援 、復 興 支 援 活 動 に関 す
る研 究  
(学外研究協力者) 
元 村  智 明  金 城 大 学 ・准 教 授  
政 策 的 ・制 度 的 問 題 対
応 枠 組 み の 転 換 や 改
変  
大 規 模 災 害 時 の健 康 福 祉 をめぐる政
策 的 ・制 度 的 問 題 対 応 枠 組 みの検 討  
磯 田  博 子  筑 波 大 学 ・教 授  
地 域 における産 業 の再
生 と活 性 化  
宮 城 の 離 島 および中 山 間 地 における
地 域 活 性 化 に関 する実 践 研 究  
西  弘 嗣  東 北 大 学 ・教 授  
地 域 における産 業 の再
生 と活 性 化  
宮 城 の 離 島 および中 山 間 地 における
地 域 活 性 化 に関 する実 践 研 究  
高 嶋  礼 詩  東 北 大 学 ・准 教 授  
地 域 における産 業 の再
生 と活 性 化  
宮 城 の 離 島 および中 山 間 地 における
地 域 活 性 化 に関 する実 践 研 究  
久 間  泰 弘  
チ ャ イ ル ド ラ イ ン ふ く し
ま・事 務 局 長  
地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 再
生 ・再 構 築  
寺 院 と それ に関 係 する 人 々の 地 域 社
会 における役 割 －特 に災 害 時 における
役 割 － 
木 村  尚 徳  成 安 寺 ・住 職  
地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 再
生 ・再 構 築  
寺 院 と それ に関 係 する 人 々の 地 域 社
会 における役 割 －特 に災 害 時 における
役 割 － 
加 藤  誠  
介 護 老 人 保 健 施 設 せ
んだんの丘 ・統 括 部 長  
地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 再
生 ・再 構 築  
新 たなコミュニティーの構 築 ～自 助 ・互
助 機 能 の向 上 を目 指 す地 域 マネジメン
トのあり方 ～ 
中 山  大 樹  
せんだんの丘 ぷらすあら
い・管 理 者  
地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 再
生 ・再 構 築  
新 たなコミュニティーの構 築 ～自 助 ・互
助 機 能 の向 上 を目 指 す地 域 マネジメン
トのあり方 ～ 
長 井  明 子  
せんだんの丘 ぷらすあら
い・介 護 支 援 専 門 員  
地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 再
生 ・再 構 築  
新 たなコミュニティーの構 築 ～自 助 ・互
助 機 能 の向 上 を目 指 す地 域 マネジメン
トのあり方 ～ 









































































跡型のアプローチを採用し、いわゆる「復興計画終了」時(令和 2 年)を含む平成 29 年
度～令和 3 年度の 5 年間を研究期間としている。年度別の具体的研究内容は以下の通
りである。 
 
〈平成 29 年度(2017 年度)〉 
 緊急事態の収束を主眼とする、いわゆる『集中復興期間』に実施した、先行の『戦

































〈令和 3 年度(2021 年度)〉 





















































 G1 政策的・制度的問題対応枠組みの転換や改変 
 G2 地域における産業の再生と活性化 
 G3 地域コミュニティの再生・再構築 











































G2：「 地域における産業の再生と活性化 」 






G3：「 地域コミュニティの再生・再構築 」 
・まちづくり(地域組織、活動) 
・宗教者による対応と心のケア               












































































































健康福祉システムの再構築』（平成 24 年度～平成 28 年度）における研究を継続・発
展させる形で、政府設定の復興期間の後半である「復興創成期間」および、「集中復興
期間」において採られた諸対応・諸対策の如何により生じた課題を対象とする形で 5















































































































































（１） 東日本大震災      （２） 広域的複合大規模災害   （３） 原子力災害    
（４） 健康福祉システム   （５） ヴァルネラビリティ        （６） レジリエンス    














の影響に関する研究－平成 29 年調査報告－」,感性福祉研究所年報,19,53-65,2018. 
*４．斉藤仙邦「『災害と心のケア』シンポジウム」,東北福祉大学生涯学習支援室年
報,19,29-41,2018. 





























＊発表者名 、発表標題 名、学会名、発表年 月（西暦）、開催 地について、発表年 次順 に記載。 
*１．渡邊圭「集中復興期間後のリスクマネジメント－原発事故による帰還問題に焦
点をあてて－」,日本リスクマネジメント学会第 41 回全国大会,2017(宮城) 
*２．小野木弘志・山口政人・曽根稔雅・只野武「宮城県山元町産 Gynura bicolor
の成分分析」,日本薬学会第 138 大会,2018(石川) 
*３．江尻行男「災害被災地経済の活性化と産業復興－被災地復興産業の類型化とそ
の代表的な復興事例－」日本産業経済学会第 15 回全国大会,2018(愛知) 
４．阿部利江・広浦幸一・佐藤泰伸・三浦剛・高橋誠一・阿部一彦「避難所運営ゲ
ーム(HUG)を活用して災害時の福祉支援を考える－福祉を学ぶ学生の防災意識向上を









世代交流を目的とした運動の意義－」,日本体操学会第 18 回大会,2018(埼玉) 
*８．髙村元章「地域在住高齢者におけるプレフレイルと生活機能低下の関連につい
て」,第 20 回日本健康支援学会,2019(仙台) 
*９．渡邊圭「災害と社会福祉・ソーシャルワーク－日米の研究動向の比較検討－」, 
日本社会福祉学会第 67 回秋季大会,2019(大分) 
*１０．江尻行男「被災酒造メーカーの危機突破－「災害危機突破論」に関連して－」, 
日本リスクマネジメント学会第 44 回全国大会,2019(大阪) 
*１１．江尻行男「酒蔵と災害復興 CRM－被災酒蔵の CRM 事例を中心として－」,日
本災害復興学会 2019 鳥取大会,2019(鳥取) 
*１２．渡邊圭・橋本陽介・石内鉄平「オープンデータを活用した要配慮者利用施設
における防災計画立案に関する研究」,日本災害復興学会 2019 鳥取大会,2019(鳥取) 
*１３．阿部利江・広浦幸一・佐藤泰伸・三浦剛・高橋誠一・阿部一彦「東日本大震
災を経験した障がい者家族が考える『防災』について」,日本福祉教育・ボランティ




シンポジウム・学会等の実施状 況、インターネットでの公開 状況等  
 
＜既に実施しているもの＞ 
１．プロジェクト HP https://www.tfu.ac.jp/research/311pj/ 
*２．G3-3 チーム主催「サイコロジカル・ファースト・エイド：PFA 研修会」(2017 年
11 月 11 日東北福祉大学東口キャンパス) 
*３．プロジェクト主催フォーラム「『集中復興期間』後の地域の復興課題を考える－
原発事故後の福島県内での取組を通じて－」(2018 年 3 月 4 日感性福祉研究所) 
*４．G3-3 チーム主催研修会、シンポジウム『地域の力のために：被災した方の回復
を助ける「適切な対処行動・支援方法」を身に着けよう』(2018 年 7 月 5 日～6 日山
形県英照院) 





*６．仙台防災未来フォーラム 2019 セッション－G4-1 セッション企画『障がいと地域
防災－情報提供・支援のあり方とは－』(2019 年 3 月 10 日仙台国際交流センター) 
７．プロジェクト中間報告会(2019 年 11 月 16 日感性福祉研究所) 
*８．G3-3 チーム主催研修会、シンポジウム『地域の力のために：被災した方の回復









１．感研プロジェクト 3.11 平成 29 年度活動報告書,感性福祉研究所年報,19,171-
182,2018. 
２．感研プロジェクト 3.11 平成 30 年度活動報告書,感性福祉研究所年報 20,173-
176,2019. 
*３．G3-1「大学シーズと地域ニーズのマッチングによる効果的な地域震災復興支




センター介護予防講演会(2018 年 6 月 29 日山元町地域交流センター) 
*２．小野木弘「東日本大震災後の地域連携について～教育研究機関の支援事例～」




29 年 11 月 4 日) 
２．季刊誌「まなびのめ」第 43 号『体操と微笑みが健康を作る』,笹氣出版印刷
株式会社,2019/1. 




































会福祉学会第 67 回全国大会,2019(大分) 
2) 江尻行男「酒蔵と災害復興 CRM－被災酒蔵の CRM 事例を中心として－」,日本災害復興
学会 2019 鳥取大会,2019(鳥取) 
3) 渡邊圭・橋本陽介・石内鉄平「オープンデータを活用した要配慮者利用施設における防





ク琉球』の活動報告」,第 21 回日本健康支援学会年次学術大会,2020（沖縄） 
6）高村元章・曽根稔雅・河村孝幸・鈴木玲子「身体活動量よりみたプレ・フレイルの高齢




学薬学部薬学科特別講演(2019 年 10 月 10 日) 
 
≪シンポジウム、セミナーの開催≫ 
1) プロジェクト中間報告会(2019 年 11 月 16 日感性福祉研究所) 
2) G3-3 チーム主催研修会、シンポジウム『地域の力のために：被災した方の回復を助け
る「適切な対処行動・支援方法」を身に着けよう』(2020 年 1 月 22 日～23 日福島県
佐平ビル会議室) 
感性福祉研究所年報　Vol.21128
 
 
 
≪プロジェクト紹介ページ≫ 
https://www.tfu.ac.jp/research/kanken/project/disaster311.html 
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